
金
滞
古
殴
志
品
骨
骨
七

。
島
田
町
八
開
T
奇
談

哨
随
筆
に
一
宮
ふ
。
入
江
八
郎
宥
街
門
の
家
人
藤
田
孫
右
衛
門
と
云
ふ

者
の
母
、
事
保
十
年
の
多
、
嶋
田
町
八
開
7
と
い
ふ
所
の
宅
井
戸
の

内
よ
り
、
銭
十
文
入
り
た
る
袋
上
り
け
り
。
是
は
外
井
に
て
も
あ
ら

ば
、
人
の
訟
と
し
た
る
に
で
も
あ
ら
ん
。
家
内
に
有
る
た
れ
ば
、
他

の
者
の
訟
と
し
た
る
に
て
は
た
し
。
内
の
者
は
親
子
の
み
也
。
紳
働

の
我
に
あ
た
へ
給
ふ
縞
た
ら
ん
と
信
心
深
〈
、
袋
は
外
面
の
垣
に
は

さ
み
干
し
置
き
て
、
銭
に
て
蝋
燭
と
a
A

の
へ
如
来
に
捧
げ
ん
と
、
前

町
た
る
能
登
屋
安
右
衛
門
方
へ
行
き
け
り
。
安
右
衛
門
見

τ、
此
の

銭
半
分
は
古
銭
友
り
。
能
き
鏡
花
て
有
る
べ
し
と
云
ふ
。
故
に
孫
右

衛
門
に
見
せ
け
り
。
孫
右
衛
門
見
て
、
幸
ひ
主
人
八
郎
方
街
門
殿
古

銭
数
寄
た
り
と
て
審
・
る
。
或
時
出
家
来
り
て
、
ゐ
婆
は
正
直
成
人
也
。

我
等
の
秘
密
夢
想
の
御
符
あ
り
。
是
を
病
人
に
頂
織
さ
せ
ら
れ
よ
。

い
か
成
病
も
可
v
治
と
也
。
幸
ひ
こ
類
の
内
に
犬
病
人
あ
り
。
則
ち
頂

戴
さ
せ
け
る
に
、
四
・
五
日
の
聞
に
本
復
し
て
、
病
人
は
歩
に

τ砲
に

来
る
。
扱
は
不
思
議
の
御
符
也
と
て
、
知
音
・
近
付
・
縁
者
の
人
々
へ

奥
へ
け
る
が
、
享
保
十
一
年
の
春
夏
、
能
登
・
越
中
等
よ
り
聞
き
停

へ
、
御
符
う
け
に
来
る
人
多
し
。
去
程
に
金
海
中
大
名
小
名
の
歴
々

奇
特
あ
れ
ど
も
?
今
憾
成
事
の
み
戟
v
之
。
細
部
右
御
符
を
出
し
た
る
も

の
、
山
伏
広
も
非
宇
。
出
家
に
も
あ
ら
や
。
乞
食
坊
主
の
た
ぷ
ら
か

し
た
る
に
て
有
り
し
と
か
や
。
此
は
全
く
孫
右
衛
門
が
母
の
正
直
・
な

る
ゆ
ゑ
に
、
地
蔵
普
蕗
の
捷
化
し
給
ふ
と
思
ひ
詰
め
た
る
御
符
た
れ

ば
、
利
径
の
る
り
し
も
と
と
は
り
た
ら
ん
か
。
.

O
銭

抱

町

元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
‘
嶋
岡
勘
兵
衛
上
H

地
町
の
次

に
錨
地
町
と
あ
り
。
此
の
町
名
後
絶
え
た
り
け
ん
。
園
事
昌
披
問
答

に
も
記
載
せ
歩
。
按
や
る
に
‘
そ
の
か
み
銭
勉
足
騒
の
組
地
・
な
り
し

故
、
働
問
地
町
と
呼
び
た
る
た
ら
ん
。
貞
享
二
年
六
月
十

λ
自
の
遺
書

に
如
v
左
あ
り
。

一
柳
監
物
殿
屋
敷
b
.
先
比
度
々
一
銭
勉
之
落
玉
有
v
之
候
。
先
年
上
星

相
打
候
儀
は
御
停
止
に
被
-
仰
出
-
候
。
監
物
殿
屋
敷
之
儀
は
軍
事
候

閑
‘
監
物
殿
近
所
は
勿
論
之
事
、
屋
敷
之
内
に
而
角
打
申
節
無
遁
可
v

仕
皆
、
御
横
目
中
を
以
被
a
仰
波
-
候
僚
、
念
度
可
v
被
v
得
-
実
意
-
候
。

右
先
年
上
星
相
打
儀
停
止
と
い
ふ
事
は
、
寓
治
二
年
正
月
六
日
の
建

盛
岡
に
、
居
屋
敷
之
内
に
而
矯
a
稽
古
-
的
打
儀
は
御
赦
菟
。
但
し
植
木
に

と
ま
り
候
鳥
は
勿
論
、
あ
げ
星
・
射
越
た
E
無
v
之
様
に
隣
へ
遠
慮
可
v

金
滞
吉
原
蕗
晶
骨
骨
也

占ハ占ハ

ま
で
も
、
織
に
御
符
頂
鍛
せ
ら
れ
け
る
と
か
。
此
の
御
符
は
、
出

家
一
人
行
街
も
知
ら
宇
来
り
て
被
v
下
た
り
。
是
は
地
裁
隼
た
ら
ん

か
。
明
日
に
て
も
御
出
あ
ら
ん
。
申
請
可
v
進
友
ど
云
ひ
て
、
は
か
ぽ

か
敷
不
v
出
。
後
に
は
三
日
も
四
日
も
結
め
て
居
る
。
人
々
家
内
K.居

あ
ま
り
、
庭
に
立
ち
外
に
立
ち
、
・

λ
閑
丁
の
小
路
に
は
幾
人
も
石
に

腰
か
け
並
み
居
た
り
。
愛
に
小
さ
き
地
裁
隼
持
悌
堂
の
内
に
ま
し
ま

す
。
此
の
像
陀
香
花
を
捧
げ
、
花
瓶
の
水
を
申
諦
け
取
り
て
行
き
病

人
民
頂
戴
さ
せ
、
或
は
痛
所
に
付
け
h

る
に
忽
ち
快
気
せ
り
。
或
時

小
松
よ
り
廿
四
・
五
許
の
男
馬
に
乗
り
来
る
。
限
病
人
陀
て
育
の
如

し
。
兄
怠
る
者
付
添
ひ
て
介
抱
せ
り
。
是
は
先
年
金
津
潰
屋
に
手
代

し
て
居
た
る
者
也
と
か
や
。
毎
日
々
々
地
磁
隼
の
花
瓶
の
水
に
て
目

を
洗
ふ
。
あ
る
じ
の
老
母
是
を
見
て
、
扱
も
l
t
I
痛
敷
事
也
。
此
の

御
符
僅
に
有
v
之
、
一
粒
可
v
進
。
花
瓶
の
水
に
て
則
ち
頂
載
せ
し
に
、

雨
眼
聞
き
て
、
笠
岡
歩
に
て
小
松
へ
蹄
り
し
を
、
岩
倉
新
丞
母
縫
に

見
た
り
と
云
ふ
。
叉
木
越
権
十
郎
と
去
ふ
馬
鹿
鋭
気
に
て
、
馬
昏
芥

色
々
一
薬
害
し
て
反
古
と
た
さ
ん
と
せ
し
が
、
右
御
符
を
頂
裁
い
た
さ

せ
け
る
に
、
四
日
自
に
本
復
せ
り
。
彼
の
妻
女
拡
大
瀬
七
右
衛
門
が

娘
に
て
、
能
成
明
を
笠
松
惣
左
衛
門
い
へ
り
。
共
の
外
様
々
一
御
符
の

仕
。
と
あ
り
。

。
大
骨
主
馬
上
地
町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
鍬
地
町
の
次
に
大
昔
主
馬

上
グ
地
町
と
あ
り
。
此
の
町
名
も
聞
事
昌
披
問
答
に
記
載
せ
歩
。
按

d
y
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
寛
文
二
年
九
月
岡
井
村
五
郎
兵

衛
算
用
場
へ
の
上
申
書
に
、
嘗
夏
小
立
野
石
引
町
大
菅
主
馬
殿
上
グ

屋
敷
に
相
渡
‘
共
替
地
に
国
井
村
高
之
内
地
子
に
下
し
申
儀
云
々
。

と
見
え
た
れ
ば
、
共
の
は
じ
め
大
普
氏
の
邸
地
木
新
保
に
あ
り
し

を
、
寛
文
二
年
の
友
小
立
野
石
引
町
へ
移
縛
し
、
木
，
新
保
の
跡
地

は
地
子
地
と
た
し
、
町
家
を
建
て
、
大
菅
主
馬
上
ザ
地
町
と
呼
ぴ
た
る

も
の
也
。

。

殿

町

砲
尾
記
に
云
ふ
。
殿
町
の
名
は
、
今
の
専
光
寺
の
後
た
る
・
井
上
氏
の

画
幽
明
剛
悶
S
H
H
同
・

邸
地
に
、
大
聖
寺
候
不
行
跡
あ
り
て
、
謹
慎
せ
し
め
ら
れ
給
ふ
故
に

此
の
名
あ
り
と
い
へ
り
。

，、
七




